
令和２年４・５月 SSH活動記録 

現在、日本を初め世界的な規模で新型コロナウィルスによる肺炎が広がっています。報道などでご

承知の通り、本校もこれまでになかったような規模・期間で休校措置がとられています。学校での普

段の授業や部活動のみならず、私たちがこれまでの SSH 指定期間に生徒と教師とで相互に取り組ん

できた従来の探究学習のスタイルを維持することが難しくなっています。 

 私たち SSH研究開発部はこのような状況を踏まえ、その対応・対策に追われてきました。その一つと

して、これまでのインターネットを介した情報の発信に加え、生徒と教員との情報のやり取りが相互に

行えるような仕組みづくりを進めています。今年度から本校は県の教育センターの検証事業である BYOD

の協力校となりました。生徒一人一人にアカウントが配布され、Web 上で情報のやり取りを行ったり、

生徒や教師との会議ができるようになります。この仕組みを整えることにより、本校の SSH関連授業が

更に発展していくものと期待し、開発を進めています。 

 困難な状況の中でも、目の前の問題点に気付き、考え、行動していく。私たちも未知なるものに挑戦

する探究を一丸となって取り組んでいます。            球陽高校 SSH研究開発部 主任 

 

●理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、国際探究Ⅰ・Ⅱ担当者会（2019.4.6.Mon.） 

今年度の理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと国際探究Ⅰ・Ⅱについて話し合いを持ちました。新年度で新しく赴

任された先生方もいるので、理数探究・国際探究の目的や年間計画、評価方法などを共有し、生徒

たちの探究活動を職員全員でサポートしていく体制を構築しました。今年度からは学校全体で ICT

化を推進していき、これまでより ICTを活用した探究活動およびその指導を充実させていきます。 

 

その他の活動については、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、休校措置および職員の勤務体制が

変化したことにより、中止および延期が起こっているので、各事業での活動状況を報告します。 

●東京つくば研修について 

国立科学博物館、高エネルギー加速器研究機構、物質・材料研究機構、理化学研究所の予約、及び

旅行会社へ依頼する JAXA の予約の手順マニュアル、第 1 回引率者会議資料の作成。新型コロナウ

ィルスの影響による各関係機関との調整。 

 

●SS理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

オリエンテーション資料の作成と配布。ICTの整備 

 

●国際探究Ⅰ・Ⅱ 

オリエンテーション資料の作成と配布。ICTの整備 

 

●SSH台湾研修、JICA出前講座、OIST出前講座、科学英語 

新型コロナウィルスの関係で、いつごろできるかを各機関と連絡をとりながら、計画、日程等を

検討中 

 


